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緒 冒

「ストレプトマイシソ」(以下「ストマイ」)が,結 核性

脳膜炎に使用せられて以来,そ の効果についての臨床的

並びに病理学的研究はB昭genstoss,Feldm鋤P及 び

Hi調hawD以 来内外において幾多の報告を見な。而 して

現在一応論ずべきものは論じ尽 され,臨 床的には 「スト

マイ」療法は可及的早期に開始さるべきであ り,全 治率

1割 内外であること等は,認 められた結論といえよう◎

叉剖検所見からは,「 ストマイ」特有の治癒機転像は毫 も

確認されず,た 梶慢性化せる炎症像を示すにすぎず・さ

らに脳炎 。脳内水腫 ・脳軟化症等種 々の合併症を惹起し

ていることが強調せられている。 しか し他面かなり早期

に「ストマイ」療法を開始 したに拘らず,そ の効果の甚だ

芳 しからぬ症例に往々遭遇する場合があるL文 上記合併

症の成立機転について も二三の疑義を持つ ものである。
'わ れわれは数年来

,京 都大学小児科入院患者剖検例を

主とし,そ の他岐阜市民病院,京 都宇多野療養所,兵 庫

医科大学において死亡剖検 した材料の厚意ある提供を受

け,そ れ等について検索を続け,既 にその成績の若干を

報告したが,こ こにその後に得た成績を追報する◎

検索部位は脳全体,或 いは正申断 したその半球につい

て,前 後中心回転 ・上前頭回転 。上側頭回転 。鳥距領 ・

海馬角 ・中脳 ・橋 ・延髄 ・小脳半球の各一 部,そ の他

肺 。肝 。牌 ・腎 ・腸 ・淋巴腺の病変 もあわせ て検 索 し

た。固定は96%ア ル コPル 及び10%ホ ル マ リソと

し,染 色はニツスル染色 ・ヘマ トキシリンエ オ ジ ソ染

色 ・ワとギ戸ソンエラステイカ染色 ・アニリソフクシン

、結核菌染色(隈 部氏法)を 用いた◎

その病理的所見を概示すると,表1,2,3と なる。

ただし 「ス トマイ」の使用量,使 用 日数のごく短期 日の

ものは,「 ストマイ」非使用群に包含 した◎

以上の所見から,大 体次に述べるような傾向を認める

ことができようo

すなわち 「ス トマイ」非使用例では,脳 底のみならず

大脳半球凸面にも多数の菌を認めるに反 し,「ス トマイ」

使用例では,凸 面には殆んど菌は認められず脳底に限局

する傾向がある◎叉 「ストマイ」使用効果充分でない場

合は,病 日の長びくに従い炎症は従来の脳膜炎より一層

脳底部位に限局化 し,そ の部位の脳膜のみならず,「 ス

トマイ」非使用例にも認められる所見であるが,さ らに

一層激烈に脳室周囲,脳 底の脳実質に病変が波及するも

のであることを知る◎

次に 「ストマイ」使用例に犀 ぐ合併する脳軟化症 ・脳

内水腫及び脳炎,そ れと共に脳内孤立結節の発生に対す

る考察を述べる。

1)鵬 炎の発生について

脳膜炎が慢性化 し炎症が脳質に波及する機転として,

一般には脳膜より脳質に貫入する細血管の周囲性(Pefi-

vascul叙)にVi翌eh◎w。R◎bin氏 腔 を通つて炎症が波

及するといわれているようである。われわれは決 してこ

れを否定するものではない。 しか しながらジ「ストマイ」

使用により慢性化 した1例 の菌染色標本において,明 ら

かに脳膜の申等大の動脈壁が乾酪化 し,血 管内腔にも乾

酪化物質を容れ,。その中に多数の抗酸性菌を認めた。さ

らにその支配下と考えられる脳実質内小動肱の内腔を一

杯に満たす抗酸性菌,及 びその周囲臓実質壊死籔内に散

在する同様の菌と,そ れを寅喰 した大円形細胞を認めた

ことから,血 行性に結核菌の脳実質内に侵入する機転 も

充分あり得ると考える◎,

～2)軟 化竈の発生について

軟化竈は 「ストマイ」使用群に多 くみられる◎これは

脳血行障碍の因となる脳膜動脈内膜炎(内 膜の肥厚増殖)

を起す傾向が,「 ス トマイ鞭 用により慢性化したものに

おいて,よ り高度に見られることから説明がつく。この

軟化寵を形成 している脂肪穎粒細胞は,憩 らぐ 「ミクロ

グリア」から由来するものと考えられ,脳 内結核性病竈

に存 している大小単核細胞 ・上皮様細胞 ・形質細胞とは

明らかに区別できるもので,特 にニッスル染色では判然

とする。ただ しこの軟化竈はわれわれの症例では比較的

少 く,Rigdo識 工efeber2)Silbαtho恥e.SUbe職a加 及

びMacgτegor3)及 び岡氏り等が記載 してい る如き,

内包 ・被殻 ・淡蒼部における広範囲な軟化は認めなかつ
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第3表 結核菌染色所見(脳膜及び脳実質内)

ヌ 前 後 上 上 鳥 海脳 中 延 小

褄 中 中 前 側,馨
用 心 心 距 鳥 総 樹
量 回 回 頭 頭 蓄 ・

瓦 転 転 郡 部 額 角 近 脳 髄 脳

42一 一 一 一 一 一 一 冊 →÷ 十ト ー

4・ 一 、+一 一 一 一 一 南++一

40一 一 一 一 一 一 十 十 十 一・ 一

28一 一 一 十 一 十 一 十・十 十+

・3一 一 一 一+一 ・南+++

8一 一 一 十 一 十 十 十 十 一
の

6一 ㊥ 一 一 一+一 井++一

3一 十 一 十 十 一 十 十 十 十 一

2十 十 十 十 十ト 十 一 斗÷ 十 十 十

2十 十 斗÷ 十ト →十 一 十謄・帯 帯 十

駐』 十数 視 野2～3,苔1視 野2～3,帯1視 野10～20,

冊1視 野無 数,()脳 実 質 内

た。唯1例 において,内 包部にぞの始まりと考えられる

ものを見出 した。その他大脳皮質 ・橋等に散在性に,し

かも極めて小範囲ではあるが,か なりに認めることがで

きた。.、

3)駿 内水腫の発生についで 、

脳内水腫は,「ス トマイ」非債用例において,全 く認め

られないとい うものではない。 しか しながら「ス トマイ」
ぞ

使用で長期の経過をとったものでは,さ らに強度に惹起

せられることは事実である。 この脳内水腫の発生機序に

関しては,わ れわれはなお充分に解 明 さ、れ たとは考え

てyな4`0一 般には脳室からの髄液の排出路たる 】随a-

gen血e兵 乱:玩schka氏 孔及び蜘蛛膜下腔における繊維

乃至繊維素性癒着による通過障碍に起因するといわれて

いるがジ脳水腫を起 した;全例においてそ5で あろ うか。

(ただしこの点に関しては,わ れわれは残念ながら充分に

検索しなかった).__.方京大荒木外科福知氏5)の 脳室内墨

汁注入実験による実験的脳内水腫発生の成績や,わ れわ

れが行ったニツスル染色所見による脳室壁神経細胞の重

篤な退行性変化,炎 症細胞の侵入や部分的軟化像等から

考えると,脳 室から脳実質内に炎症機転の波及すること

による炎症性脳萎縮自体 も,脳 内水腫発生の原因となり

得るものと考える。さらに臨床所見から,髄液分泌の異常

先進を考えざるを得ない症例に往々遭遇するので,こ の

要因も脳内水腫発生を助長しているものと考える。

なお,こ こで強調したいことは,こ の脳室壁に近い線

状体,蒼 球,視 丘における神経細胞所見である。この部

の神経細胞は,「 ス ト訂イ」非使用例,使 用例典にかなり

重篤な変化を蒙っている。 もちろん 「ス トマイ」使用で
ン

慢性化したものではより著明であって,小 型細胞は全 ぐ

陰影状で殆んど識別されぬものが多い位である。この脳

幹核神経細胞の変化に関しては,既 に小島居氏6)が 「スト

マイ」以前の脳膜炎について,極 めて詳細に述べておら

れ, ,この変化は特に小児結核性脳膜炎の場合著明である

ことを強調 し,舞 踏病様運動,ア テ トーゼ様運動 ・仮面

状顔貌 。筋強直等の諸症状の発生を,こ の部位の変化に

帰している。事実われわれが 「ス トマイ」療法に際 して

前記爾症状が・意識恢復の後においても執拗で容易に除

かれないこととあわせ考えると興味深 く感ずる次第であ

る◎,・

4)拶 内弧立結節について

われわれが検索 した範囲の剖検において,脳 実質内結

核性孤立病竃が見出されたものは,19例 中6例 存在す

る◎全脳をさらに精細に検索するなら,も っと多数例に

発見できたか も知れない◎これ等の病竃は大さ粟粒大か

ら小豆大の乾酪化結節である。ただ河野例のみは他と異

る病像を呈 していた。河野例は粟粒結核症を「ス トマイ」

治療中,一 過性に約1週 間ばか り脳膜炎症状を呈 したも

のである。ただし髄液 には所見を認めなかった。剖検に

より髄膜には著変を認めないが,第3脳 室壁に近 く3個,

半米粒大で周囲は厚い結締織でとりかこまれ,そ の一つ

は石灰化の認められる病竃に遭遇 した。巨細胞 は見 な

い。すなわち脳内結節も治癒 し得るのではないかと考え

る。

孤立病竈の存在部位如何により,臨 床症状が複雑に表

出されるものもある。例えば西河例で,延 髄の下,轍 麗

核の背側Nucle職stractusspinalisneMtrige血i㎡

の部位に粟粒大の乾酪化結節を認めたが,こ の例では痛

切チフス様症状脳炎型を呈 し,髄:液 所見 も痛切は寧ろ脳

炎を思わずものがあった。

さらにわれわれが関心を払いた く思 うのは,こ れ等乾

酪化結節が蜘蛛膜下腔に破壊する可能性の問題である◎

岡部例における側脳室壁直下の小豆大の病竃の如きは,

充分その可能性が考え得られる◎他方:Bagge遡tossの

「ス トマイ」濃度測定成績では,脳 実質内は0で あるとい

う。 もしかかる脳内病竃が蜘蛛膜 下腔に破れて絶えず菌

を撒布 しているとすると,か かる型の脳膜炎には 「スト

マイ」の効果は充分に期待できぬかも知れないという憶

測 も生じてくる。(scarAuefbach1948年?)の 論 文に

も,脳 膜炎を3つ,す なわち1)治 癒型,2)再 発 型,3)悪

性型,に 分類 し,1に 脳内病A単 一である場合,2は
ド　

多発する場合,3は 菌の抵抗性を以て説明している。同

氏は更に1951年8),脳 膜 につらなる脳内結核結節の報

告を発表 している。叉:RichMacc◎ τd◎ck.及びMac

gregor9).やSchwar忽10)が 主張する,脳 内結核病竃から

蜘蛛膜下腔に結核菌が撒布されて,脳 膜炎が成立すると

いう学説は,充 分検討に値するものと考える◎いずれに

しても結核性脳膜糞に際 し・血行性に発生したと考えら

れる脳実質内乾酪化結節の転帰にはわれわれは充分の注

一一43一 一一
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意を払 う必要がある○

最後にrス トマイ」療法により,結 核性脳膜炎の治癒

したと考えられる1剖 検例(■)を 附記 したい。

「ストマイ」により粟粒結核治療中,約200余 病 日後

脳膜炎疲状が発生 した。髄液所見として,圧 上昇 ・細胞

増多 。糖減少・蛋白グロブリン増1量を認めたがs結 核菌

は証明されなかった。直ちに[ス トマイ」髄液内注入を

始めたところ,約1ケ 月後髄液所見は消失 したが,さ ら

に1ケ 月後衰弱のために死亡した◎剖検所見として,右

大脳半球前中心回転附近の脳溝内に,小 血管を中心に細

胞増多を示す部位毒あ りs脳 質内所 々にダリア小結節乃

至小血管凋田細胞浸潤を思わず所見を認めたc7こ れは或

いはLi欝 ◎h≧壌Dの い うSe抑ne1加gitisの 範疇に属する

ものとも考えられるが,髄 液所見中,糖 減少,蛋 白増加

せる点に相違があるむわれわれはこれを結核性脳膜炎の

rス トマイ」治療による治癒例と見倣 し,簡 単ながら敢

て記述せる次第であるC

結 論

1)わ れわれの行える 「ストマイ」使用14例,「 ス

トマイ」非使用5例 の剖検成績について述べた◎

2)結 核菌の検1}{は,「 ス トマイ」使用例においては,

脳底部に限局する傾向を認める。

3)脳 膜炎が脳質に波及する機転として,血 行盤にも

行われることを示した0

4)脳 軟化はrス トマイ]使 用例に,よ り高度に現わ

れ るG却

5)脳 内水腫の発生は,脳 室壁細胞の所見より見て,

炎症性脳萎縮自体 も,一 つの要因となると思われるe

6)脳 内結 節 の転 帰 に対 ず る考 察 を述 べ た。

7)「 ス トマ イ」使 用 に よ る脳 膜 炎の 完 、1》治 癒 と思 われ

る1症 例 を 報 告 した。

8)脳 膜 炎のfス トマ イ」 療 法 の効 果 を,症 例 個 々に

つ い て予 測 す る こ とは,現 在 の段 階 で は困 難 であ る◇ 従

っ て われ わ れ 臨 床 家 と して は,あ ら ゆ る脳 膜 炎患 者 に,

事 情 の許 す 限 り,ザ ス トマ イ」治療 を行 わ なけ れ ば な らな

い◎

(終 りに種 々便宜 を ㌻え られ た岐 阜 市 戻病 院,宇 多

野 療 養 所,兵 庫 医科 大 学 及 び京 大 医 学 部病 理 学 教 壼

に深 く感 謝 す る)一 ㌦
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